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文
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を
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じ
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編
集
後
記
昨
年
は
、
春
に
は
東
日
本
大
震
災
、
秋
に
は
大
型
台
風
と
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
大
型
台
風
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
有
島
武
郎
「
生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
木
田
金
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
九
年
九
月
二
六
日
の
洞
爺
丸
台
風
は
、
一
四
三
〇
名
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
折
柄
の
暴
風
は
、
北
海
道
岩
内
町
で
三
三
〇
〇
戸
が
焼
失
す
る
と
い
う
大
火
災
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
郷
土
画
家
に
な
る
よ
う
に
、
有
島
武
郎
に
勧
め
ら
れ
た
木
田
金
次
郎
は
、
当
時
六
一
歳
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
岩
内
町
の
大
火
災
で
、
描
き
溜
め
た
一
五
〇
〇
点
余
に
上
る
作
品
の
一
切
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
そ
の
壊
滅
的
な
打
撃
か
ら
立
ち
直
り
、
そ
の
後
の
八
年
間
で
多
く
の
代
表
作
を
描
き
残
し
た
。
芥
川
喜
好
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
「
木
田
の
代
表
作
と
い
う
よ
り
、
こ
の
風
土
の
表
現
に
新
た
な
可
能
性
を
開
い
た
戦
後
の
名
作
群
」
で
あ
る
。
芸
術
家
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
中
村
元
氏
の
『
仏
教
語
大
辞
典
』
、
諸
橋
轍
次
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
な
ど
も
、
刊
行
途
次
で
大
き
な
災
難
に
遭
い
な
が
ら
、
そ
れ
に
め
げ
ず
、
最
初
か
ら
や
り
直
し
た
の
ち
に
、
あ
れ
だ
け
の
大
き
な
仕
事
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
槻
文
彦
が
、
父
磐
溪
の
誡
語
と
し
て
『
言
海
』
に
引
用
し
て
い
る
「
お
よ
そ
、
事
業
は
、
み
だ
り
に
興
す
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
思
ひ
さ
だ
め
て
興
す
こ
と
あ
ら
ば
、
遂
げ
ず
ば
や
ま
じ
、
の
精
神
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
信
念
を
、
明
治
期
の
人
物
は
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
昨
年
は
昭
和
女
子
大
学
に
と
っ
て
も
多
難
な
年
で
あ
っ
た
が
、
「
学
苑
」
新
年
号
を
一
一
編
の
論
文
で
飾
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
る
。
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